
ご
挨
拶

　

今
年
も
一
年
が
無
事
終
わ
る
事
を
感
謝
す
る
と
共
に
、
新
し
い
年
に
向
か
っ

て
気
持
ち
が
高
ぶ
る
気
が
し
ま
す
。
多
く
の
雑
誌
が
「
強
い
日
本
の
復
活
」

を
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
果
た
し
て
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。「
全

員
一
致
ほ
ど
間
違
っ
た
判
断
は
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
「
天
邪
鬼
」

も
あ
り
得
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
自
身
は
今
年
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
到
着

し
た
前
日
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
の
テ
ロ
、
帰
国
日
は
テ
キ
サ
ス

で
の
教
会
射
殺
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
空
港
で
Ｔ
Ｖ
映
像
を
気

に
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
逆
に
日
本
の

不
可
解
な
事
件
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム 

Ｖ
Ｓ 

グ
ロ
ー
バ
ル
の
論
争
も
し
か

り
、
い
つ
の
間
に
か
先
進
国
が
「
茹
で
カ
エ
ル
」
状
態

に
な
り
始
め
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

中
で
新
興
国
が
一
挙
に
先
頭
走
者
に
躍
り
出
て
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

来
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コラム
　南米の地　Columbia
HI-COOKING
   洗浄と洗剤の科学
PRODUCTS
   濾過器
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洗
剤
の
種
類
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の

は
、
P
H
値
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。

①
酸
性
洗
剤

　
　
　
（
P
H
値
１
～
３
）

　
一
番
使
用
さ
れ
る
場
面
は
ト
イ
レ
用

洗
剤
。

　
人
体
か
ら
の
脂
肪
、
し
尿
、
タ
ン
パ

ク
質
等
が
堆
積
し
た
尿
石
や
黄
ば
み
、

水
垢
、
ア
ル
カ
リ
性
の
汚
れ
や
水
道
水

の
カ
ル
シ
ウ
ム
焼
け
に
効
果
が
あ
る
。

　
塗
布
し
て
放
置
し
て
お
く
と
効
果
が

あ
る
反
面
、
時
間
を
置
き
過
ぎ
る
と
素

材
を
傷
め
る
可
能
性
が
あ
る
。
特
に
、

金
属
を
錆
び
さ
せ
た
り
、
タ
イ
ル
の
目

地
や
大
理
石
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
表
面

を
溶
か
し
て
し
ま
う
。
塩
素
系
漂
白
剤

と
混
ぜ
る
と
塩
素
ガ
ス
が
発
生
し
て
危

険
で
あ
る
。

②
弱
酸
性
洗
剤

　
　
　
（
P
H
値
３
～
６
）

　
一
般
的
に
お
風
呂
等
で
使
用
さ
れ
る

洗
剤
に
多
く
使
用
さ
れ
て
お
り
、
湯
ア

カ
、
脂
肪
分
、
石
鹸
カ
ス
を
落
と
す
効

果
が
あ
る
。

　
シ
ャ
ン
プ
ー
も
こ
れ
ら
の
ジ
ャ
ン
ル

だ
が
、
健
康
な
人
の
肌
は
弱
酸
性
と
言

わ
れ
て
い
る
。、
直
接
肌
に
使
う
物
に

は
弱
酸
性
が
最
適
で
あ
ろ
う
。

③
中
性
洗
剤

　
　
　
（
P
H
値
６
～
８
）

　
代
表
例
が
食
器
洗
い
洗
剤
で
界
面
活

性
剤
を
多
く
含
ま
せ
る
事
に
よ
り
、
浮

き
上
が
ら
せ
た
汚
れ
を
再
び
付
着
し
難

く
な
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
頑

固
な
汚
れ
に
は
不
向
き
だ
が
、
軽
い
汚

れ
に
は
効
果
が
あ
る
。

　
素
材
を
傷
め
る
こ
と
が
な
い
の
で
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
ゴ
ム
類
、
塗
装
類
、

ガ
ラ
ス
や
石
材
類
、
金
属
類
な
ど
ほ
と

ん
ど
の
素
材
に
安
心
し
て
使
用
で
き

る
。
よ
く
泡
立
つ
の
も
中
性
洗
剤
の
特

徴
だ
。

④
弱
ア
ル
カ
リ
洗
剤

　
　
　
（
P
H
値
８
～
1
1
）

　
家
具
や
住
宅
用
洗
剤
に
多
く
使
用
さ

れ
て
い
る
。
環
境
に
良
い
代
表
例
の
重

曹
も
弱
ア
ル
カ
リ
性
。
一
般
的
な
日
常

生
活
の
汚
れ
を
落
と
す
便
利
な
万
能
洗

剤
で
あ
り
、
手
垢
程
度
の
汚
れ
や
軽
い

油
汚
れ
に
効
果
が
あ
る
。

　
中
性
洗
剤
よ
り
も
効
果
が
あ
る
の

で
、
素
材
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
薄

め
て
使
用
さ
れ
る
。

⑤
ア
ル
カ
リ
洗
剤

　
　
　
（
P
H
値
1
1
～
1
4
）

　
食
品
工
業
で
使
用
さ
れ
る
レ
ン
ジ

フ
ー
ド
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
と
い
っ
た
ガ
ン

コ
な
油
汚
れ
を
落
と
す
強
力
洗
剤
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
カ
ビ
取
り
剤
・
漂
白
剤
・
排
水
口
の

洗
剤
も
同
様
だ
。
使
い
方
に
よ
っ
て
は

素
材
を
変
色
、
劣
化
さ
せ
る
。
成
分
と

し
て
一
番
の
使
用
例
が
苛
性
ソ
ー
ダ
で

あ
る
。

苛
性
ソ
ー
ダ
の
性
質

　
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
化
学
式 

N
a
O
H
で
表
記
さ
れ
る
ナ
ト
リ
ウ

ム
の
水
酸
化
物
で
、
常
温
で
は
イ
オ
ン

結
晶
で
あ
る
。
水
に
溶
か
す
と
電
離
し

水
酸
化
イ
オ
ン
を
放
出
す
る
為
に
強
い

ア
ル
カ
リ
性
を
示
す
。
ア
ミ
ド
結
合
を

加
水
分
解
す
る
た
め
に
、
タ
ン
パ
ク
質

を
腐
食
す
る
性
質
が
あ
る
。
油
成
分
の

脂
肪
酸
は
苛
性
ソ
ー
ダ
で
乳
化
さ
れ

て
、
グ
リ
セ
リ
ン
と
石
鹸
の
主
成
分
で

あ
る
脂
肪
酸
塩
に
分
解
さ
れ
る
。
毒
物

及
び
劇
物
取
締
法
に
よ
り
原
体
お
よ
び

5 

%
を
超
え
る
製
剤
が
劇
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
酵
素
系
洗
剤
と
言
わ
れ
る

ア
ル
カ
リ
性
酸
素
系
漂
白
剤
に
酵
素
を

配
合
し
て
特
殊
な
汚
れ
に
対
応
さ
せ
た

洗
剤
も
作
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　
汚
れ
は
一
様
で
は
な
い
の
で
、
適
材

適
所
で
の
使
用
を
お
勧
め
す
る
。

食と科学
HI-COOKING

洗浄と洗剤の
科学

　
フ
ラ
イ
ヤ
ー
や
オ
ー
ブ
ン
は
食
品
機
械
の
中
で

一
番
汚
れ
や
す
い
機
械
と
言
わ
れ
て
い
る
。
特
に

加
熱
機
器
は
飛
散
し
た
油
脂
の
こ
び
り
つ
き
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
洗
浄
効
果
を
高
め
る

洗
剤
を
一
度
見
直
し
て
み
よ
う
。

■酵素

酵素名 分解基質 洗浄対象物

プロテアーゼ タンパク質 血液・卵白・肉汁等の蛋白汚染

アミラーゼ 澱粉・炭水化物 米粒・糊・その他澱粉汚染

リパーゼ 油脂 動植物性油脂系汚染物

ペプチナーゼ ペクチン ジャム・果汁の汚染物



　
赤
道
付
近
で
ア
ン
デ
ス
文
明
が
発
展

し
た
理
由
は
標
高
2
5
0
0
m
に
点

在
す
る
都
市
群
で
あ
る
。
気
温
は
年
間

安
定
し
た
1
4
度
前
後
で
あ
り
、
こ

の
安
定
し
た
気
候
が
食
物
の
生
育
に
最

適
な
環
境
を
与
え
て
い
る
。

　
高
度
2
5
0
0
m
が
食
文
化
に
及

ぼ
す
影
響
を
考
え
つ
つ
、
街
歩
き
を
し

て
み
た
。

第
1
点 　
水
は
9
2
度
で
沸
点

　
富
士
山
の
山
頂
は
3
7
7
6
m
で

あ
る
が
、
5
合
目
の
高
度
で
お
米
を
炊

く
と
美
味
し
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
も
外
米
の
影
響
と
相
ま
っ

て
芯
の
あ
る
米
が
出
来
て
い
る
。
　
し

か
し
、
意
外
に
も
米
の
文
化
が
根
付
い

て
い
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
料
理
に
エ
ビ

チ
ャ
ー
飯
が
あ
る
が
、
添
え
も
の
に
は

目
玉
焼
き
が
付
い
て
い
る
。

　
コ
ー
ヒ
ー
に
し
て
も
ド
リ
ッ
プ
コ
ー

ヒ
ー
は
香
ば
し
さ
が
出
て
こ
な
い
。
エ

ス
プ
レ
ッ
ソ
に
す
る
必
要
が
こ
こ
か
ら

来
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

第
2
点　
野
菜
や
果
物
の
熟
成

　
何
故
か
イ
チ
ゴ
は
半
分
位
が
赤
く

な
っ
て
い
る
物
が
売
ら
れ
て
い
る
。
生

ア
ボ
ガ
ド
も
良
く
出
て
く
る
が
青
臭

い
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
栽
培
風
景
を
見
る

こ
と
が
あ
る
が
、
一
つ
の
枝
に
真
っ
赤

に
熟
し
た
実
と
緑
の
実
が
対
照
的
に
実

に
鮮
や
か
に
実
っ
て
い
る
が
、
熟
成
期

間
が
ワ
ン
タ
イ
ム
で
あ
り
、
熟
成
前
の

収
穫
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

第
3
点 　
疲
れ
や
す
い

　
ボ
ゴ
タ
は
盆
地
で
周
囲
に
は
標
高

3
0
0
0
m
級
の
山
並
み
が
そ
び
え

立
っ
て
い
る
。
山
頂
に
建
つ
教
会
を
訪

れ
た
時
に
は
2
0
歩
も
歩
く
と
膝
が

笑
っ
て
く
る
。
ス
テ
ー
キ
レ
ス
ト
ラ
ン

で
は
牛
肉
6
5
0
g
を
食
す
る
食
事

は
筋
肉
を
作
る
上
で
も
重
要
な
の
か
も

知
れ
な
い
。

　
言
語
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
あ
る
が
、　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
移
民
か
ら
始
ま
っ

た
人
々
の
先
祖
を
3
代
さ
か
の
ぼ
る

と
1
6
ケ
国
の
遺
伝
子
を
持
つ
人
も

多
く
、
方
言
は
か
な
り
き
つ
い
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
英
語
読
み
で
も
多
少
は
通

じ
る
所
も
あ
る
が
こ
こ
で
は
皆
無
に
等

し
い
。

　
元
々
は
政
府
グ
ル
ー
プ
と
反
政
府
グ

ル
ー
プ
の
抗
争
状
態
が
続
く
危
険
な
国

で
あ
っ
た
が
、
約
一
年
前
に
和
解
調
停

が
行
わ
れ
て
だ
ん
だ
ん
治
安
が
落
ち
着

い
て
き
た
状
態
に
あ
る
。
し
か
し
、
貧

富
の
差
が
激
し
く
国
民
は
6
レ
ベ
ル

の
所
得
階
層
に
分

け
ら
れ
て
お
り
、

税
金
に
も
大
き
な

差
が
つ
け
ら
れ
て

て
い
る
。

　

コラム
column 

南米の地
Columbia

南米で一番注目される都市コロンビア。エルド
ラドで有名な高原にあるこの町の食と生活に焦
点を当ててみた。



ドラムフィルター
熱交換器方式フライヤーで循環油に浮遊
している粗カスを取り除いて、循環ポン
プの目詰まりを防ぎ、熱交換器内へ沈澱
を防ぎます。1 分間に約 1回転する循環
油量で炭化する前に取り除きますので、
商品への炭化物の付着も防ぎます。

遠心分離フィルター
打ち粉などのように細かい微粒子を遠
心分離方式で油の中から抽出します。
濾紙濾剤等の消耗品を使用しますので、
24 時間連続運転が可能です。（カス自
動排出時には一時停止します。）

冷却沈澱濾過装置
油は使用している間に水分が油の中に含
まれてきます。この水分は加熱されて油
の酸化を促進します。使用後の油を急速
冷却する事により、油と水分を分離させ
ます。同時に超微粒子は水分の中に取り
込まれておりますので綺麗な油によみが
えります。

本社・工場　　　TEL  076（275）8159
水島研究所 　　  TEL  076(277)8159
東京営業所　　　TEL  03（3453）8159
大阪営業所　　　TEL  06（7662)8159
福岡営業所　　　TEL  092（574）1802

〈代理店〉
北海道地区（有）ヤスダ TEL  011（785）1768
東北地区（有）明恒装設 TEL  022（363）2521
千葉地区（株）京葉フーズマシーン TEL  043（262）8466
静岡地区（株）SK システム TEL  054（281）8581

〈関連会社〉
（株）HI-COOK　　　　　　　　   TEL (+81) 076（293)8159
（株）アサヒエンジニアリング           TEL (+81) 044（766）0886
韓国アサヒ装設（株 ）                   TEL (+82)  031（695）7911
江蘇好烤克食品机械有限公司      TEL (+86) 021（6219）9676
Hi-Cook（Thailand）Co.,Ltd    TEL (+66)  02（136）3180
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　冬の金沢の名物は名勝：兼六園の雪吊りです。
雪吊りが始まると金沢人は冬支度をし始めます。
金沢に降る雪は日本海側を渡ってきた影響と暖
かい気候が相まって重たいベタ雪がその特徴で
す。木々に雪が積もるとその重さで枝が折れて
しまいますので、折れないようにするために中
心に支柱を立てて頂上から縄を張って重さに耐
えるように工夫されております。取り外すとき
が春の訪れです。

　 昭 和 40 年 代 は 常 に
50cm の根雪があったの
ですが、ここ数年は根雪
を見ることがほとんどあ
りません。その為に、各
家々での雪吊りもだんだ
ん少なくなってきており、寂しさを感じます。
せめて兼六園の雪吊りだけは無くならないよう
に願っております。
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冬の名物雪吊り

濾過器 揚げ物の美味しさはネタと食用油です。
きれいな油で揚げて頂くために色々な油濾過
装置を開発してお届けしております。

P

P

冷却沈澱
濾過装置

ドラムフィルター 熱交換器

フライヤー

投入口

遠心分離フィルター

ペーパーカス排装置

出口

ペーパーカス排装置
汎用フライヤーに組み込んで浮遊するカスを連続的に排出し
ます。フィルターを通過した出口の高温油を投入口に戻すこ
とによりフライ理論の実践と投入口の温度低下を防ぎます。

エプロンカス排装置
油槽に沈澱したカスはエプロン搬送装置で強制的に油槽外
に排出されます。小型機種には投入口に 1カ所、中型機では
投入とキャタピラ搬送乗り移り部の 2 カ所に設置されます。


